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も  く  じ

（
議
決
結
果
）全
員
異
議
な
く
可
決

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

　

契
約
締
結
案
件

　
　
　

４
件
を
可
決

門
真
小
学
校
プ
ー
ル
建
替
他
工
事　
　

　

請
負
契
約
の
締
結　

１６
議
案
を
可
決

な　
　

ど

答 問答 問答 問

答 問答 問

　建替予定の門真小学校プールと撤去予定の南校舎

南校舎

契約締結案件一覧表
案　件　名 契約方法 契約金額 工　期

門真市立沖小学校大規模改造工事（第
2期）請負契約の締結について

一般競争
入　　札

4億1193万3600円

議決のあった日

平成29年3月31日

門真市立門真小学校プール建替及び南
校舎棟撤去他工事請負契約の締結につ
いて

2億2869万2160円

公共下水道島頭第２管渠
きよ

築造工事（2）
請負契約の締結について

2億　307万　240円

（仮称）東田町公園整備工事請負契約
の締結について

1億6394万4000円
議決のあった日

平成30年3月31日

　

〜

　

〜

第２回定例会
　
平
成
２８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
に
開
会
し
、

「
門
真
市
立
門
真
小
学
校
プ
ー
ル
建
替
及
び
南
校
舎
棟
撤

去
他
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市
長
提

出
議
案
１３
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
並

び
に
同
意
し
、
６
月
１７
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

健
康
遊
具
の
設
置
等
の
要
望
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
２８
年
３
月
１７
日
に
、

予
定
地
周
辺
住
民
を
対
象
に
説

明
会
を
行
い
、
そ
の
中
で
夜
間

の
安
全
対
策
や
、
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
な
ど
防
犯
に
関
す
る
意
見

が
あ
っ
た
た
め
、
供
用
開
始
後

の
防
犯
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
意
見
を
踏

ま
え
て
門
の
開
閉
な
ど
管
理
方

法
等
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
本
契
約
締
結
後
、
再

度
、
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
な
ぜ
発
注
見
通
し
公
表
の
段

階
か
ら
土
木
一
式
工
事
と
せ

ず
、
造
園
工
事
と
し
た
の
か
。

　
門
小
プ
ー
ル
建
替
・
南
校
舎
撤
去

他
工
事
請
負
契
約
で
最
低
制
限
価
格

を
事
前
公
表
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
２８
年
度
の
工
事
発
注
に
当
た
り
開

い
た
審
査
会
で
、
本
案
件
を
含
め
た

３
件
を
試
行
的
に
事
後
公
表
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
公
共
下
水
道
島
頭
第
２
管
渠き

よ

築
造

工
事
（
２
）
の
南
側
と
北
側
の
工
区

を
一
つ
の
工
事
と
し
た
理
由
は
。

　
工
事
発
注
は
、原
則
、単
年
度
で
施

工
で
き
る
区
間
と
し
、
移
設
工
事
の

有
無
、
地
元
調
整
な
ど
を
考
慮
し
決

定
し
て
お
り
、本
工
事
は
、南
側
と
北

側
と
も
市
道
島
頭
下
馬
伏
線
の
同
一

路
線
で
近
接
し
て
お
り
、
通
行
規
制

等
の
調
整
が
円
滑
に
進
み
、
効
率
的

に
施
工
で
き
る
な
ど
の
理
由
か
ら
同

一
工
事
と
し
て
発
注
し
て
い
る
。

　
（
仮
称
）
東
田
町
公
園
の
概
要
は
。

　
一
般
競
争
入
札
の
後
、
仮
契
約
中
で

あ
る
契
約
締
結
案
件
４
件（
下
表
参
照
）

に
つ
い
て
、
本
契
約
を
す
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
地
域
住
民
の
要
望
は
、
設
計
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
説
明
会

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

　
多
目
的
広
場
の
確
保
や
植
樹
、

　
直
接
工
事
費
で
は
、
造
園
部
分
が

最
も
大
き
か
っ
た
こ
と
や
、
最
終
的

に
公
園
を
整
備
す
る
工
事
の
た
め
、

造
園
工
事
と
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
公
共
下
水
道
島
頭
第
２
管
渠き

よ

築
造
工

　
事
（
２
）
の
概
要

・
下
水
道
普
及
率
向
上
の
取
り
組
み
状

　
況　
な
ど

　
多
目
的
に
使
え
る
広
場
を
最
大
限

に
確
保
し
、
植
樹
や
ベ
ン
チ
、
子
ど

も
の
遊
具
や
健
康
遊
具
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
公
園
を
周
囲

よ
り
低
く
す
る
こ
と
で
地
表
に
約
４０

ト
ン
、
貯
留
槽
を
埋
設
す
る
こ
と
で

約
２
６
０
ト
ン
、
合
計
約
３
０
０
ト

ン
の
雨
水
貯
留
施
設
を
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。
工
期
は
、
３０
年
３
月
ま

で
と
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り
早
期

の
竣
工
及
び
供
用
開
始
を
目
指
し
進

め
て
い
く
。



議  会  だ  よ  り 平成28年8月1日　（2）　

自
転
車
事
故
に
対
す
る　

保
険
等
の
加
入
を
義
務
化

２８
年
度
補
正
予
算

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
））

総
合
体
育
館
建
設
工
事
に

　
　

消
防
設
備
等
を
追
加

人
事
案
件
に
同
意

監
査
委
員
の
選
任

宝
塚
市
中
山
五
月
台
１
丁
目
８
番
９
号

　

 

溝み
ぞ　

端ば
た　
　
　

稔み
の
る

（
議
決
結
果
）全
員
異
議
な
く
可
決

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

（
議
決
結
果
）全
員
異
議
な
く
可
決

（
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

　
追
加
工
事
の
内
容
は
。

　
発
電
機
用
返
油
ポ
ン
プ
の
設
置
、

火
災
感
知
器
の
増
設
、
消
火
栓
の
移

設・増
設
等
を
行
う
。
ま
た
、総
合
体

育
館
条
例
制
定
の
検
討
過
程
で
、
受

益
者
負
担
の
観
点
に
立
っ
た
場
合
、

シ
ャ
ワ
ー
利
用
に
対
し
て
一
定
の
料

金
を
取
る
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
、

シ
ャ
ワ
ー
料
金
設
備
を
設
置
す
る
。

　
当
初
の
設
計
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
理
由
は
。

　

シ
ャ
ワ
ー
料
金
設
備
に
つ
い
て

は
、
追
加
す
る
機
器
の
選
定
及
び
積

算
に
時
間
を
要
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
消
防
設
備
に
つ
い
て
は
、
建
設
工

事
が
進
ん
で
い
く
過
程
に
お
い
て
、

消
防
署
と
協
議
を
重
ね
、
防
火
上
、

よ
り
安
全
に
配
慮
す
る
よ
う
指
導
が

あ
り
、
総
合
体
育
館
は
防
災
機
能
を

兼
ね
備
え
、
災
害
時
に
は
災
害
対
策

本
部
な
ど
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
想

定
し
て
お
り
、
追
加
の
設
備
と
し
て

必
要
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
な
お
、当
初
設
計
段
階
に
お
い
て
、

消
防
法
に
適
合
し
て
い
る
と
消
防
署

に
同
意
を
得
て
い
た
場
合
で
も
、
こ

の
よ
う
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
は
、

通
常
あ
る
ケ
ー
ス
と
聞
い
て
い
る
。

　
追
加
工
事
に
よ
る
工
期
へ
の
影
響

及
び
開
館
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
２８
年
３
月
に
は
予
定
ど
お
り
基
礎

工
事
が
完
了
し
て
お
り
、
７
月
に
は

地
上
階
の
躯
体
工
事
が
完
了
し
、
１０

月
に
は
屋
根
や
壁
等
の
工
事
を
終

え
、
１１
月
か
ら
は
内
装
工
事
や
電
気

工
事
等
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
回
の
追
加
工
事
は
、
電
気
設
備

や
機
械
設
備
の
軽
微
な
変
更
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
工
期
に
影
響
が
あ
る
も

の
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
現
時
点

で
は
、
当
初
予
定
の
と
お
り
２９
年
２

月
の
竣
工
を
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の

後
、
２９
年
３
月
中
に
工
事
検
査
が
完

了
し
、
３
月
末
か
ら
４
月
に
か
け
て

順
次
、
備
品
等
の
搬
入
を
行
い
、
開

館
に
向
け
た
準
備
を
行
う
予
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
総
合
体
育
館
の
供
用

開
始
に
つ
い
て
は
、
２９
年
５
月
下
旬

か
ら
６
月
初
旬
で
検
討
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
児
童
扶
養
手
当
法
改
正
に
伴
う
シ
ス

　
テ
ム
改
修
費
へ
の
国
の
財
政
措
置

・
体
育
館
の
指
定
管
理
の
条
件
に
シ
ャ

　
ワ
ー
等
の
時
間
を
考
慮
し
た
開
館
時

　
間
の
運
用
を
定
め
る
こ
と　
な
ど

（
民
生
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

（
議
決
結
果
）反
対
討
論
の
後
、

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

国
保
制
度
の
広
域
化
に
伴
い

　
　

電
算
シ
ス
テ
ム
を
改
修

第
２
子
以
降
の
児
童
扶
養
手
当　

増
額
等
に
伴
い
シ
ス
テ
ム
を
改
修

建設工事中の総合体育館

答

答 問

答 問答 問

答

問

答 問

答 問問

答 問答 問

２８
年
度
補
正
予
算

（
国
保
特
会
補
正
予
算（
第
３
号
））

多子加算 ２８年７月分まで ２８年8月分から

＜第２子＞ 5,000円　
（定額）　

5,000円～10,000円 
　（所得により変動）

＜第３子以降＞ 3,000円　 
（定額）　

3,000円～  6,000円 
　（所得により変動）

※２９年４月分からは物価スライド制が導入され、支給額が変動する。

 児童扶養手当法改正の内容

→

→

　
門
真
市
自
転
車
安
全
利
用
に
関
す
る

マ
ナ
ー
条
例
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
自

転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
自
転
車

事
故
の
保
険
等
の
加
入
の
義
務
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
す
。

　
保
険
等
の
加
入
義
務
化
の
経
緯
は
。

　
府
に
お
い
て
は
、
大
阪
府
自
転
車

の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関

す
る
条
例
が
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
、
７
月
１
日
よ
り
自
転
車
損
害
賠

償
保
険
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
府
全
体
を
包
含
す
る
府
条

例
に
あ
わ
せ
て
義
務
化
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
過
去
３
年
の
市
内
に
お
け
る
自
転

車
事
故
件
数
は
。

　

門
真
警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
同
署
管
内
で
の
人
身
事
故
件

数
は
、
自
転
車
対
歩
行
者
で
２５
年
３

件
、
２６
年
１
件
、
２７
年
１
件
で
、
自

転
車
対
自
転
車
は
２５
年
６
件
、
２６
年

１
件
、
２７
年
０
件
で
あ
る
。

　
な
お
、
人
身
事
故
以
外
で
も
、
自

転
車
が
絡
む
事
故
が
多
数
発
生
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
、
警
察
に
通
報

せ
ず
に
済
む
よ
う
な
軽
傷
等
の
事
故

に
つ
い
て
は
、
相
当
数
発
生
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
全
国
の
自
転
車
事
故
に
お
け
る
高

額
な
賠
償
事
例
は
。

　
小
学
生
が
自
転
車
運
転
中
に
歩
行

中
の
女
性
と
衝
突
し
、
監
督
責
任
を

問
わ
れ
た
母
親
に
約
９
５
０
０
万

円
、
高
校
生
が
車
道
を
斜
め
に
横

断
し
、
対
向
車
線
を
自
転
車
で

直
進
し
て
き
た
男
性
と
衝
突
し
約

９
２
０
０
万
円
、
男
性
が
信
号
を
無

視
し
て
高
速
度
で
交
差
点
に
進
入

し
、
青
信
号
で
横
断
歩
道
を
横
断
中

の
女
性
と
衝
突
し
約
５
４
０
０
万
円

等
の
賠
償
事
例
が
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
府
内
の
自
転
車
条
例
の
制
定
状
況

・
本
市
以
外
の
府
条
例
の
保
険
加
入
義

　
務
化
に
伴
う
条
例
改
正
予
定　
な
ど

　
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
内
容
は
。

　
同
法
の
改
正
内
容
は
左
表
の
と
お

り
で
、
子
ど
も
が
２
人
以
上
い
る
場

合
に
支
給
す
る
多
子
加
算
額
を
所
得

に
応
じ
て
増
額
す
る
。
ま
た
、
第
１

子
の
児
童
扶
養
手
当
額
に
導
入
し
て

い
た
物
価
の
上
下
に
合
わ
せ
て
支
給

額
が
変
動
す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を

２９
年
４
月
か
ら
多
子
加
算
額
に
も
導

入
す
る
。

　
多
子
加
算
の
増
額
は
、
い
つ
か
ら

適
用
さ
れ
る
の
か
。

　
２８
年
８
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
か

ら
適
用
し
、
実
際
の
支
払
月
と
し
て

は
、
８
月
か
ら
１１
月
分
の
４
カ
月
分

を
１２
月
に
支
給
す
る
。

　
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
の
概
要
は
。

　
３０
年
度
の
国
民
健
康
保
険
制
度
の

都
道
府
県
広
域
化
に
伴
い
、
標
準
保

険
料
率
等
の
算
定
に
必
要
な
情
報
を

本
年
１０
月
ま
で
に
府
へ
提
供
す
る
た

め
の
改
修
を
行
う
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

・
大
阪
府
・
市
町
村
国
民
健
康
保
険
広

　
域
化
調
整
会
議
で
の
議
論
の
内
容

・
３０
年
度
か
ら
統
一
保
険
料
率
を
検
討

　
し
て
い
る
都
道
府
県　
な
ど

　
本
件
は
、
同
委
員
の
任
期
が
２８
年
９

月
１６
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。
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去
る
５
月
３１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
９２

回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お

い
て
永
年
勤
続
議
員
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
本
市
議
会
か
ら
も

（
２５
年
表
彰
）

　

今　

田　

哲　

哉　

議
員

　

吉　

水　

丈　

晴　

議
員

　

亀　

井　
　
　

淳　

議
員

が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
６
月
６
日
の
定
例
会

の
開
議
に
先
立
ち
、
表
彰
状
の
伝
達
を

行
い
、
満
場
の
拍
手
で
そ
の
栄
誉
を
た

た
え
、
ま
た
北
村
副
市
長
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
吉
水
議
員
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　　　　　　　　意見書を可決
　本市議会では、次の３件の意見書を可決し、その内容の実現を求めるため、政府
関係機関等へ送付しました。

※意見書とは、地方公共団体の公益に関する事件に関し、地方公共団体の議会の意
　思を意見としてまとめた文書のことです。地方自治法第 ９９条には、「地方公共
　団体の議会は、当該地方公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関
　係行政庁に提出することができる」と規定されています。

　　精神障がい者への医療費助成及び運賃割引適用を求める意見書
　平成５年の障害者基本法により、これまで主に医療の対象であった精神障がい者
が障がい者福祉の対象として位置づけられ、身体・知的障がい者と同水準の福祉施
策を整備する根拠が与えられた。しかし、障がい者福祉において、障がい者間の格
差は解消されていない。
　例えば、身体・知的障がい者の重度障がい者について、全ての医療費が助成対象
となっているが、精神障がい者の場合、１７都道府県及び７政令市以外では、精神科
の通院医療以外の診療科目について助成の対象になっていない。
また、公共機関の運賃割引においても、身体・知的障がい者の重度障がい者は、Ｊ
Ｒ、民営鉄道、バス、航空機等の運賃、高速道路の通行料など割引の対象となって
いるが、大阪府下で精神障がい者においては、大阪市営交通、高槻市営バスの運賃
以外は割引の対象になっていない。
　よって政府及び大阪府においては、身体・知的障がい者と同水準に至るまで精神
障がい者福祉を充実するよう強く要望する。

　　　　　　　　　　　　　 　　　　 記

１　精神障がい者に対する医療費助成制度については、身体・知的障がい者の重度
　障がい者と同様に全診療科目の入院・通院費の助成を行うこと。

２　公共交通機関の運賃割引について、身体・知的障がい者と同様の割引を実施す
　るよう事業者、関係機関に働きかけること。

　　　　 骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書
　骨髄移植及び末梢血幹細胞移植は、白血病等の難治性血液疾患に対する有効な治
療法である。広く一般の方々に善意による骨髄等の提供を呼びかける骨髄バンク事
業は、公益財団法人日本骨髄バンクが主体となり、移植に用いる造血幹細胞の適切
な提供の推進に関する法律に基づいて実施されている。
　骨髄バンク事業において、 平成２８年２月現在のドナー登録者数は４５万人を超え、
患者とのＨＬＡ適合率は９割を超えている一方で、そのうち移植に至るのは６割未
満にとどまっている。これは、ドナーの健康上の問題のほか、提供に伴う通院や入
院等のための休暇を認めるか否かは、ドナーを雇用している事業主ごとに対応が異
なることなど、さまざまな要因による。
　骨髄バンク事業では、骨髄等の提供に際しての検査や入院等に必要な交通費、医
療費等、ドナー側の費用負担はなく、また、万一、骨髄等の提供に伴う健康障害が
生じた場合でも、日本骨髄バンクによる損害補償保険が適用されるなど、ドナーの
負担軽減に関してさまざまな取り組みが行われている。
　しかし、ドナーが、検査や入院等で病院に出向くなどして仕事を休業した場合の
補償は、現在、行われていない。ドナーが安心して骨髄等を多くの患者に提供でき
るような仕組みづくりが早急に求められる。
　よって政府においては、骨髄移植等の一層の推進を図るため、ドナーに対する支
援の充実に関し、次の事項を早期に実現するよう強く要請する。 

　　　　　　　　　　　　　 記
１　事業主向けに策定した労働時間等見直しガイドラインの中でドナー休暇制度を
　明示するなど、企業等の取り組みを促進するための方策を講ずるとともに、ドナー
　休暇の制度化についても検討すること。

２　ドナーが、骨髄等の提供に伴う入院、通院、打ち合わせ等のために休業する場
　合の補償制度の創設について検討すること。

　　　　 待機児童解消に向けて緊急的な対応を求める意見書
　政府は「待機児童解消加速化プラン」に基づき、保育所等の受け入れ児童数の拡
大や保育士の処遇改善などに取り組んできたところだが、依然として２万人を超え
る待機児童が存在する。
　また、待機児童は主に大都市を有する都道府県に多く存在することから、問題解
決のためには、地域の実情や利用者の視点に立ったきめ細かな支援策が重要である。
　こうした観点から、保育人材を確保するための処遇改善など総合的な取り組みを
推進するとともに、待機児童の多い地域においては即効性ある受け皿の確保などを
集中的に講ずることも必要である。
　よって政府においては、必要な予算の確保も含め、早急に待機児童の解消を図る
ため、下記の事項について取り組むことを強く求める。

　　　　　　　　　　　　　 記
１　待機児童解消のため、企業主導型保育を強力に推進するとともに「待機児童解
　消加速化プラン」を着実に実施すること。また、子ども・子育て支援新制度を利
　用者目線で総点検し、実態に応じた公定価格の実現を図ること。

２　多様な保育ニーズと保育施設とのマッチングを行う「保育コンシェルジュ」に
　ついて、利用者の視点に立った機能強化を推進すること。

３　都市部における施設整備の用地確保を図るため、定期借地制度や公務員住宅、
　国立大学法人等の空きスペースの活用など、公有地等を活用した保育所等の整備
　に取り組むこと。

４　保育士の賃金引き上げやキャリアアップ支援など、保育士のさらなる処遇改善
　を検討すること。また、短時間正社員制度の推進や育児休業取得の推進など、保
　育士が働きやすい環境整備にも取り組むこと。

　

本
市
議
会
議
員
の
２７
年
度
政
務
活
動

費
収
支
報
告
書
及
び
領
収
書
な
ど
の
写

し
を
、
２８
年
７
月
か
ら
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
閲
覧
さ
れ
る
際
に
申
込
み
等

の
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

閲
覧
場
所

　

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
別
館
１
階
）

閲
覧
時
間 

　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
閉
庁
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分

※
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
収
支

報
告
書
の
写
し
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

政
務
活
動
費　
　
　
　

収
支
報
告
書
等
を
公
開

　
　
表
彰
状
伝
達
の
様
子

永年勤続の３議員へ
表彰状を伝達

　　　　２８年６月７日、急逝されました故園部一成市長に対
　　しまして、６月１６日の本会議の冒頭にて、議会を代表
　　し高橋副議長より次のとおり哀悼の意を表した後、黙
　　祷を行いました。

　園部市長は、昭和６２年５月から門真市議を１期、平成３年４
月から大阪府議を４期務めた後、平成１７年７月から門真市長に
就任され、本年３月議会の施政方針演説においては、３期目の
総決算の年であると述べられておりました。
　そして、重い病気と闘いながら、５月臨時会に臨まれ、今次
定例会への御出席は叶いませんでしたが、通算１０年１１カ月の
間、最後の最後まで門真市長の職責を果たそうと、気丈に奮闘
された園部市長に対し、心から尊敬の念と感謝の意をささげた
いと思います。
　市長就任以来、 危機的状況にあった本市財政を強い信念のも
と、財政の再建、市政の再生のため、途絶えることなく徹底的
に断行された行財政改革は大きな成果を生み、一時は早期健全
化団体に転落必至であった連結実質赤字比率の解消など、財政
再建を着実に進められました。また、国保収納率の向上、歳月
を要した四宮土地区画整理事業の解決等とともに、持続可能な
自律発展都市実現のため 、選択と集中を基本的視点に据えな
がら、他市に先駆けて小中学校全教室へエアコンを設置するな
ど、数々の積極的な施策も実行され、さらに来春には、生涯ス
ポーツ推進の拠点となる市立総合体育館もオープンします。こ
れらの功績は、市民の幸せと門真の再生と発展を切望された園
部市長であったからこそ、なし得た成果であります。
　今後におきましても、門真市議会は、市民の皆様が幸せを実
感できる、住みたい、住み続けたいまちの実現に向け、議員一
同全力を尽くすことを改めてお誓い申し上げます。
　ここに、謹んで園部市長の生前の御功績と市政への御尽力に
対しまして、改めて、深い尊敬の念と感謝の意をささげますと
ともに、在りし日のお人柄をしのびつつ、安らかな御冥福をお
祈りいたしまして、追悼の言葉といたします。

（  　　　 　　　　　　）
　園部市長に対する哀悼の意故　　　　　　　　　　　
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内海　武寿
（公明党）

亀井　　淳
（日本共産党）

岡本　宗城
（公明党）

福田　英彦
（日本共産党）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
に
つ
い
て

府
営
門
真
住
宅
敷
地
内
に

流
域
調
節
池
と
防
災
公
園
の
整
備
を

旧
ダ
イ
エ
ー
（
ト
ポ
ス
）
跡
地
に

建
設
中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る

５
億
円
の
助
成
金
の
無
駄
遣
い
に

つ
い
て
。

雨水を一時貯留する流域調整池
   （大阪府ホームページより）　　

建てかえが進む府営門真住宅

ＯＳＡＫＡしごとフィールド
でのセミナーの様子　　　　

一
億
総
活
躍
社
会
に
つ
い
て春田　清子

（公明党）

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

問　
府
営
門
真
住
宅
で
は
、
建
て
か
え

事
業
に
伴
い
、
入
居
者
の
募
集
を
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
る
た
め
、
加
速
化
す
る
高

齢
化
と
あ
わ
せ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
機
能
低
下
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
兵

庫
県
の
明
石
舞
子
団
地
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
等
を
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
が
主
体
と
な
り
、
団
地
再
生
計

画
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
同
団
地
内
で

の
地
域
活
動
の
実
施
を
要
件
に
大
学
生

の
入
居
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
府
や
大
学
と
連

携
し
、
団
地
再
生
計
画
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

答　
地
域
課
題
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
会
議
を
全
中

学
校
区
に
広
げ
る
こ
と
に
加
え
、
同
団

地
の
取
り
組
み
も
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
具
体
化
に
向
け

て
は
包
括
連
携
協
定
大
学
や
府
と
の
協

議
等
が
必
要
に
な
る
。
今
後
と
も
こ
れ

ら
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地

域
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
調
査
研
究
し
、

１
８
０
万
円
に
設
定
し
て
お
り
、
今
後

も
優
先
調
達
の
拡
大
に
向
け
、
庁
内
で

の
制
度
趣
旨
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

問　
若
者
ら
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て
活

躍
で
き
る
社
会
の
構
築
が
重
要
と
考
え

る
が
、
若
者
の
技
能
習
得
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
制
度
及
び
就
労
支
援
に
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答　
市
で
実
施
し
て
い
る
事
業
は
な
い

が
、
府
に
お
い
て
は
、
建
築
設
計
な
ど

の
技
能
を
習
得
す
る
高
等
職
業
技
術
専

門
校
の
運
営
、
離
職
者
等
再
就
職
訓
練

事
業
の
実
施
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
し
ご
と
フ

ィ
ー
ル
ド
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活

性
化
及
び

地
域
の
課

題
解
決
に

向
け
た
取

り
組
み
を

推
進
す
る
。

問　

同
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
市
民

と
議
会
へ
の
情
報
提
供
が
不
十
分
で
あ

る
が
、
市
の
認
識
は
。
ま
た
、
市
民
説

明
会
を
開
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
指
摘
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
資
料

等
の
公
表
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
。
ま
た
、
同
計
画
は
個
別
施
設
の
統

廃
合
や
複
合
化
等
具
体
の
方
向
性
を
記

載
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
現
在
は
市

民
説
明
会
の
開
催
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問　

人
口
減
少
に
よ
り
労
働
力
も
減

少
し
て
い
く
時
代
に
あ
っ
て
、
労
働
意

欲
の
あ
る
障
が
い
者
の
存
在
感
は
、
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
が
、
障
が
い
者

就
労
施
設
へ
の
優
先
調
達
の
状
況
は
。

答　
２７
年
度
の
調
達
実
績
の
う
ち
、
役

務
の
実
績
は
な
い
が
、
物
品
は
庁
内
３

課
か
ら
市
内
３
施
設
に
対
し
、
災
害
用

備
蓄
品
等
の
発
注
を
１
６
８
万
６
０
７

０
円
分
行
い
、
目
標
額
を
超
え
る
結
果

と
な
っ
た
。
２８
年
度
は
、
２７
年
度
実
績

を
上
回
る
調
達
目
標
額
と
し
て
物
品
は

１
７
０
万
円
、
役
務
は
１０
万
円
で
合
計

リ
ン
グ
や
面
接
特

訓
な
ど
の
就
労
支

援
を
行
っ
て
お
り
、

市
で
は
、
こ
れ
ら

の
周
知
や
情
報
提

供
に
努
め
て
い
る
。

問　
国
は
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
保

育
定
員
拡
大
等
の
緊
急
対
策
を
打
ち
出

し
て
お
り
、
本
市
で
も
積
極
的
な
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　
待
機
児
童
解
消
を
最
重
点
課
題
と

捉
え
、
２９
年
４
月
１
日
ま
で
に
１
５
２

人
の
保
育
定
員
拡
大
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
、
定
員
の
拡
大
や
保
育
士
の
人
材

確
保
等
、
幅
広
い
方
策
に
つ
い
て
、
国

・府・他
市
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
年

間
を
通
じ
た
待
機
児
童
解
消
を
目
指
す
。

問　
国
は
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ

る
夜
間
・
休
日
相
談
の
実
施
に
補
助
金

問　
福
祉
活
動
に
も
ポ
イ
ン
ト
付
与
で

き
る
よ
う
、
対
象
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

答　
活
動
内
容
に
制
限
は
設
け
て
い
な

い
が
、
福
祉
分
野
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
団
体
、
受
入
機
関
と
も
少
な

い
状
況
の
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
等
も

受
入
機
関
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
説

明
会
開
催
に
向
け
た
調
整
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
利
用
者
の
マ

ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
協
働
で
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
に

つ
い
て

を
加
算
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
女
性
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
保
育
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し
、
相
談
業
務
を
拡

充
す
る
考
え
は
。

答　

補
助
制
度
の
有
効
活
用
も
含
め
、

利
用
者
視
点
の
連
携
方
策
を
検
討
す
る
。

公
園
の
一
部
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
機
能
や
防
災
機
能
を
有

す
る
公
園
は
、
「
大
阪
府
営
門
真
住
宅

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、

同
住
宅
を
活
用
し
た
周
辺
地
域
と
の
一

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
土
地
利
用

で
き
る
よ
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
府
と
市
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
会

議
等
で
、
建
て
か
え
に
よ
る
創
出
予
定

の
活
用
地
が
安
全
・
安
心
、
環
境
へ
の

問　
府
は
、
総
合
治
水
対
策
と
し
て
流

域
調
節
池
を
各
地
に
設
け
て
い
る
が
、

同
住
宅
建
て
か
え
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

用
地
の
地
下
を
利
用
し
、
流
域
調
節
池

を
設
け
る
こ
と
を
府
に
働
き
か
け
ら
れ

な
い
か
。

答　
府
は
、
浸
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
現
在
の
流

域
調
節
池
の
貯
留
量
は
、
計
画
貯
留
量

に
は
達
し
て
い
な
い
た
め
、
早
期
の
設

置
を
期
待
す
る
。

問　
流
域
調
節
池
の
地
上
部
分
を
防
災

問　
２８
年
３
月
議
会
で
大
問
題
と
な
っ

た
５
億
円
の
助
成
金
の
支
出
根
拠
は
、

木
造
賃
貸
住
宅
等
建
替
事
業
助
成
金
交

付
要
綱
第
２
条
第
１
項
第
１
号
の
「
建

替
事
業
」
と
し
て
い
る
が
、
建
て
か
え

る
べ
き
木
造
賃
貸
住
宅
等
は
存
在
し
な

い
。
ま
た
、
同
要
綱
の
定
義
に
当
て
は

め
る
と
、「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
ら
が
、
旧
ダ

イ
エ
ー
の
建
物
を
建
て
か
え
る
事
業
」

と
な
る
が
、
今
回
の
助
成
金
の
支
出
は
、

門
真
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

こ
の
事
業
に
対
す
る
も
の
な
の
か
否
か
。

答　

「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
ら
が
、
旧
ダ
イ
エ

ー
の
建
物
を
建
て
か
え
る
事
業
」
で
は

な
く
、
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
ら
が
、
旧
ダ
イ

エ
ー
建
物
の
除
却
跡
地
に
共
同
住
宅
を

建
設
す
る
」
こ
と
も
、
要
綱
の
定
義
に

合
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

配
慮
や
地
域
の
活
力

と
魅
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
よ

う
協
議
・
調
整
す
る

と
と
も
に
、
府
に
お

け
る
同
活
用
地
へ
の

流
域
調
節
池
の
設
置

な
ど
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る
。

一般質問
　６月１６日 、１７日の本会議において 、１６名の議員が市政に対
する質問を行いました。
　主な質問と答弁の要旨を掲載しています。（通告順）
　質問・答弁の詳細な内容については、市議会ホームページ（http://www.city.
kadoma.osaka.jp/shigikai/) 内の会議録検索及び各議員のホームページをごらん
ください。
※第２回定例会の会議録は９月初旬に掲載する予定です。

　市議会ホームページでは、本会議録画
中継を閲覧できます。

門真市議会 インターネット中継 検索



議  会  だ  よ  り　（�）　平成28年8月1日

問　

大
規
模
災
害
へ
の
対
応
の
た
め
、

遠
隔
地
と
の
相
互
応
援
協
定
締
結
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　
熊
本
地
震
で
は
、
自
治
体
間
で
の

相
互
応
援
協
定
に
基
づ
く
支
援
が
行
わ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
ま
ず
は
姉
妹
都

市
の
香
美
町
と
調
整
を
進
め
、
相
互
応

援
協
定
の
締
結
を
目
指
し
た
い
。

問　
災
害
時
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
は
対
応

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　
市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
は
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
利
用
も
予
定
し
て
い
る
が
、

不
正
確
な
情
報
に
よ
り
、
混
乱
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
防
災
訓
練
等

（緑風クラブ）
今田　哲哉 堀尾　晴真

（日本共産党）

松本　京子
（公明党）

五味　聖二
（緑風クラブ）（無所属）

森　　博孝

大倉　基文
（緑風クラブ）

公
民
協
働
活
動
に
お
け
る

地
域
調
整
官
に
つ
い
て

門
真
市
幸
福
度
指
標
に
つ
い
て

熊
本
地
震
の
状
況
を
受
け
、

今
後
の
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

門
真
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
く
す
の
き
広
域
連
合
の
２８
年
３
月

議
会
で
は
、
同
事
業
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
同

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
２８
年
１２

月
頃
に
事
業
者
向
け
説
明
会
開
催
、
２９

年
２
月
頃
に
指
定
事
業
者
の
登
録
受
付

問　
通
院
助
成
の
対
象
を
早
期
に
中
学

校
卒
業
ま
で
に
拡
充
す
べ
き
で
は
。

答　

財
政
見
通
し
や
国
・
府
の
補
助
金

制
度
の
動
向
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
引
き

続
き
対
象
年
齢
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

問　
地
域
調
整
官
は
、
地
域
会
議
発
足

に
向
け
、
地
域
に
足
を
運
び
、
情
報
の

提
供
や
収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
業
務

指
示
及
び
業
務
報
告
は
、
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
総
合
政
策
部
長
が
、
担
当
地
域
そ

の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
業
務
指

示
を
し
て
い
る
。
業
務
報
告
は
、
同
部

長
に
対
し
、
１
カ
月
単
位
で
勤
務
日
や

業
務
内
容
等
を
記
載
し
た
業
務
報
告
書

を
提
出
し
て
お
り
、
活
動
の
中
で
重
要

な
変
化
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や

等
を
目
途
に
検
討
」
と
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
決
定
に
至
っ

た
経
過
は
。

答　
２８
年
４
月
以
降
の
担
当
者
会
議
で

原
案
を
検
討
し
、
支
所
長
会
議
で
精
査

後
、
協
議
体
連
絡
会
の
意
見
を
求
め
た

上
で
、
作
成
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

問　
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
同
事
業

開
始
に
向
け
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
訪
問
型
及
び
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ

と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
の
創
設
を
検
討

と
あ
り
、
新
総
合
事
業
実
施
計
画
案
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
議

論
を
経
て
、
決
定
さ
れ
た
の
か
。

答　
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
当

た
り
、
介
護
現
場
の
よ
り
具
体
な
意
見

等
を
求
め
る
た
め
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
素
案
を
作
成
し
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
結
果
、

同
計
画
案
に
決
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

問　
全
国
各
地
で
街
路
樹
の
倒
木
に
よ

る
死
亡
事
故
等
が
起
き
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
い
つ
同
様
の
事
故
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
危
険
な
街
路
樹

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　
職
員
や
委
託
に
よ
る
剪
定
業
務
等

の
際
、
樹
木
を
観
察
し
腐
食
の
有
無
等

の
確
認
に
よ
り
、
樹
木
の
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。
今
後
は
府
道
や
国
道
の
道

路
管
理
者
と
連
携
を
強
化
し
、
倒
木
被

問　
２７
年
第
３
回
定
例
会
で
も
取
り
上

げ
た
が
、
出
生
届
・
婚
姻
届
の
提
出
時

に
お
け
る
ガ
ラ
ス
ケ
を
活
用
し
た
独
自

の
記
念
証
交
付
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組

み
状
況
は
。　

答　

近
隣
市
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
交
付

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
な
記
念
用
婚
姻
届
用
紙
の
配
布
や
、

記
念
撮
影
用
ボ
ー
ド
の
庁
舎
内
設
置
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
調
査
・
研
究

し
て
お
り
、
本
市
独
自
の
新
た
な
お
祝

い
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
向
け
、
検
討
を
進

問　
市
域
全
体
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
が

一
目
で
わ
か
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
は

ど
う
か
。

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
、
大
阪
府
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
へ
の
リ

ン
ク
を
貼
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
を
わ

か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
閲

覧
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
必
要

な
た
め
、
そ
の
環
境
の
な
い
市
民
へ
の

対
応
と
し
て
、
紙
媒
体
の
市
民
の
し
お

の
展
望
と
し
て
、
生
産
年
齢
人
口
比
率

５０
％
以
上
、
年
少
人
口
比
率
を
現
在
の

１２
％
か
ら
１４
％
と
し
て
い
る
。
本
市
の

合
計
特
殊
出
生
率
を「
１
・
３
３
」
か

ら
人
口
の
安
定
的
推
移
に
必
要
と
さ
れ

る
「
２
・
０
７
」
ま
で
引
き
上
げ
、
維

持
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
年
齢
構
成
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

問　
単
に
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
人
口

減
少
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

安
定
し
た
人
口
を
目
指
す
対
策
は
。

答　
子
育
て
・
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
の
魅
力
を
高
め
、
若
い

世
代
・
子
育
て
世
代
が
移
住
・
定
住
し

た
い
と
思
え
る
ま
ち
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
が
増
え
、
将
来
的
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
年
齢
構
成
の
実
現

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

介
護
保
険
の
新
総
合
事
業
に
つ
い
て

問　
工
事
中
に
諸
問
題
が
発
生
し
、
工

期
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
が
、

設
計
業
者
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
が
不

十
分
で
、
任
せ
切
り
な
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
現
状
の
事
前
打
ち

合
わ
せ
の
方
法
及
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答　
事
前
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
事
業
課

に
お
い
て
、
現
場
条
件
や
想
定
さ
れ
る

問
題
点
を
踏
ま
え
、
委
託
内
容
を
精
査

し
、
発
注
し
て
い
る
。
発
注
後
は
、
業

者
に
任
せ
き
り
で
は
な
く
、
適
宜
、
設

計
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
発
注
者
に

よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
な
が
ら
業
務

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
精
度
向
上
の

た
め
、
関
係
課
と
連
携
し
、
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
む
。

設
計
業
務
委
託
に
つ
い
て

か
に
報
告
を
行
い
、
相
談
・
調
整
し
な

が
ら
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

め
る
。

り
や
門
真
市
暮

ら
し
の
便
利
帳

の
更
新
時
期
に

合
わ
せ
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
マ
ッ
プ
の
掲

載
を
検
討
す
る
。

問　
幸
福
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
生
か
し
た
取
り
組
み
は
。

答　
幸
福
実
感
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
浮
か
び
上
が
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
後
も
幸
福
度
指
標
を
調
査
分
析

し
、
市
民
が
よ
り
幸
せ
と
感
じ
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の
課
題
を
把
握
し
、

幸
福
度
の
向
上
の
実
現
に
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
本
市
が
目
指
す
将
来
の
姿
で
あ

る
「
人
・
ま
ち
〝
元
気
〟
体
感
都
市
」

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
２７
年
に
策
定
し
た
門
真
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
５２
年
に
は
人
口
約
１１
万

人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
下

回
っ
た
場
合
、
税
及
び
社
会
保
障
以
外

の
影
響
は
。

答　
労
働
人
口
の
減
少
に
よ
る
地
域
経

済
規
模
や
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
、

地
域
活
動
に
お
け
る
担
い
手
不
足
な
ど
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

問　
本
市
の
理
想
と
す
る
人
口
比
率
は
。

答　
具
体
的
な
比
率
を
示
す
こ
と
は
困

難
だ
が
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
５２
年

危
険
な
街
路
樹
に
つ
い
て

害
の
防
止
に

努
め
る
と
と

も
に
、
樹
木

診
断
の
研
修

等
を
活
用
し
、

職
員
の
能
力

向
上
に
も
努

め
て
い
く
。

問　
熊
本
地
震
で
は
、
天
井
部
材
な
ど

の
非
構
造
部
材
の
損
傷
に
よ
り
、
７０
箇

所
の
指
定
避
難
所
が
使
用
で
き
な
か
っ

た
が
、
本
市
の
対
策
は
。

答　
非
構
造
部
材
の
落
下
防
止
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
建
物
の
耐
震
改
修
と
あ
わ
せ
、

安
全
確
保
に
努
め
て
き
た
。
文
部
科
学

省
で
は
熊
本
地
震
を
受
け
、
非
構
造
物

を
含
め
た
学
校
施
設
の
安
全
対
策
に
関

す
る
提
言
を
ま
と
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
情
報
を
注
視
し
、
引
き
続
き

必
要
な
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

を
通
じ
、
災
害
発

生
時
に
正
確
な
情

報
を
収
集
し
、
的

確
な
避
難
に
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
啓
発

に
努
め
て
い
く
。
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池田　治子
（自由民主党）

吉水　丈晴
（緑風クラブ）

豊北　裕子
（日本共産党）

武田　朋久
（公明党）

戸田　久和
（無所属）

文
化
財
の
保
存
と
継
承
に
つ
い
て

２
０
２
５
年
問
題
と
財
政
の
関
連

に
つ
い
て

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
止
を

住
民
合
意
の
新
橋
住
宅
移
転
案

作
成
に
つ
い
て

○議案書の無償提供
　定例会の最終日終了後 、議場前にて議案書の無償提供（先着10人、
１人１部）を行っていますので、ご希望の方は受付担当者まで、お申
し出ください。

　９

　月

７日（水）
午前10時から 　本 会 議
本会議終了後 　決算特別委員会

８日（木）

午前10時から

　総務建設常任委員会
９日（金） 　民生常任委員会
12日（月） 　文教常任委員会
20日（火） 　本 会 議
21日（水） 　本 会 議

本 会 議 常任委員会
受付時間 開催予定時刻の30分前から
受付場所 本館１階議場前 本館４階議会事務局

定　　員
一般席32人　　　　
車椅子使用者席３人
※いずれも先着順　

10人（先着順）

○傍聴の受付など（誰でも無料で傍聴可能）

■平成28年第３回定例会の開催予定（ 　　   ）日程は都合により　
変更となる場合あり

市
の
各
事
業
計
画
の

管
理
・
検
証
に
つ
い
て

問　
本
市
は
第
５
次
総
合
計
画
を
最
上

位
計
画
と
し
て
、
各
部
署
に
お
い
て
、

デ
ー
タ
等
を
も
と
に
課
題
や
現
状
を
把

握
し
、
委
員
会
等
で
検
討
を
重
ね
各
種

計
画
等
を
策
定
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、

デ
ー
タ
の
収
集
か
ら
分
析
ま
で
を
一
元

的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
や
部
署
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
一
元
的
に
管

理
す
る
部
署
は
な
い
が
、
事
業
計
画
の

策
定
や
予
算
編
成
過
程
等
を
通
じ
、
必

要
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
や
課

題
を
共
有
し
、
事
業
効
果
を
高
め
る
と

と
も
に
、
よ
り
良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
活
用
し
て
い
る
。

問　
全
て
の
計
画
は
総
合
計
画
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
一
元
的
、
総
括
的
に

進
行
管
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る

が
、
各
部
署
に
て
策
定
さ
れ
た
計
画
等

を
一
元
的
に
管
理
し
、
結
果
に
対
し
て

の
検
証
等
は
十
分
に
で
き
て
い
る
の
か
。

答　
原
則
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
事
業
を

担
当
す
る
部
署
が
責
任
を
持
ち
、
自
ら

総
合
計
画
上
の
整
合
性
を
見
極
め
つ
つ
、

進
行
管
理
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

各
種
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
検
証
等
を
行
っ
て

い
る
と
と
も
に
、
検
証
し
た
結
果
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
達
成
に
向
け

た
新
た
な
取
り
組
み
や
施
策
へ
反
映
さ

せ
て
い
る
。

問　
郷
土
に
残
る
「
ひ
ん
や
節
」
な
ど
、

本
市
に
は
無
形
文
化
財
で
あ
る
伝
統
芸

能
や
、
古
文
書
等
の
貴
重
な
文
化
財
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
文
化
財
は
市
の
歴

史
、
文
化
等
を
理
解
す
る
に
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
将
来
に

わ
た
り
市
民
の
文
化
向
上
発
展
の
基
礎

を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化

財
保
護
条
例
の
制
定
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
、
条
例
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
制
定
さ
れ
る
の
か
。

答　
現
在
、
市
民
学
芸
員
養
成
講
座
の

修
了
者
等
と
、
市
内
に
残
る
無
形
文
化

財
で
あ
る
伝
統
芸
能
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
財
の
調
査
に
加
え
、
歴
史
資
料
館

が
所
蔵
す
る
古
文
書
な
ど
の
整
理
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
早
期
に
条
例
制
定

が
で
き
る
よ
う
、
他
市
の
状
況
等
の
調

査
や
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
を
図
る
た
め

の
制
度
設
計
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　
同
条
例
制
定
後
の
文
化
財
の
指
定

方
法
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　
専
門
知
識
等
を
有
す
る
委
員
に
よ

り
組
織
さ
れ
る
審
議
会
を
設
置
し
、
同

審
議
会
に
諮
問
し
た
結
果
、
出
さ
れ
た

答
申
を
も
と
に
市
文
化
財
に
指
定
す
る

流
れ
が
一
般
的
で
あ
る
。
市
文
化
財
と

し
て
指
定
し
た
際
に
は
、
保
存
の
た
め

の
経
費
負
担
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
考
え
ら
れ
る
が
、
庁
内
調
整
を
図
り
、

文
化
財
の
保
存
と
継
承
に
む
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

見
込
み
の
一
般
会
計
の
収
支
推
計
予
算

規
模
の
約
５
２
０
億
円
を
も
と
に
試
算

す
る
と
約
６
・
２
％
の
割
合
を
占
め
る

も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

問　
現
状
の
法
律
的
な
整
理
と
本
市
の

権
限
の
及
ぶ
範
囲
を
踏
ま
え
、
現
在
の

延
長
線
上
で
将
来
の
財
政
負
担
が
可
能

で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
も
し
く
は
何
ら

か
の
対
策
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
生
活

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
今
後
の

見
通
し
は
。

答　
２
０
２
５
年
問
題
に
伴
う
財
政
負

担
は
、
国
及
び
全
国
の
地
方
公
共
団
体

に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
今
後
、
国
等
の
動
向
に
つ
い

て
十
分
に
注
視
し
、
高
齢
者
の
み
な
ら

ず
、
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
住
民
の
会
が
耳
を
傾
け
る
気
に
な

る
案
を
出
す
た
め
の
検
討
委
員
会
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
？

答　
５
月
に
設
置
さ
れ
第
１
回
会
合
を

持
っ
た
が
、
具
体
検
討
は
今
後
に
な
る
。

問　
そ
こ
で
の
検
討
内
容
は
非
公
開
に

す
る
の
が
設
置
目
的
に
か
な
う
の
で
な

い
か
？
審
議
内
容
を
公
開
す
る
と
住
宅

移
転
が
不
可
能
に
な
る
ほ
ど
の
取
り
返

し
の
付
か
な
い
弊
害
が
起
こ
る
の
で
は
。

答　
検
討
途
中
段
階
で
情
報
開
示
す
れ

ば
、
入
居
者
に
無
用
の
混
乱
や
誤
解
を

与
え
た
り
、
第
三
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
見

解
を
示
し
て
移
転
候
補
地
等
に
係
る
利

害
関
係
が
発
生
し
て
交
渉
が
決
裂
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
協
議
途
中

の
具
体
的
内
容
は
非
公
開
に
す
べ
き
と

考
え
る
。
住
民
の
会
に
は
検
討
項
目
や

進
捗
を
適
宜
報
告
す
る
考
え
で
あ
る
。

問　
介
護
保
険
の
諸
問
題
を
含
む
２
０

２
５
年
問
題
が
本
市
財
政
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

２
０
２
５
年
の
一
般
会
計
の
推
計
に
占

め
る
介
護
給
付
費
の
割
合
は
。

答　
２
０
１
５
年
度
の
実
績
見
込
み
を

も
と
に
、
要
支
援
部
分
と
要
介
護
１
及

び
２
の
給
付
費
総
額
が
、
高
齢
者
人
口

増
加
率
（
２
・
２
％
と
推
計
）
に
比
例

し
て
増
加
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
給

付
費
総
額
は
、
約
３２
億
円
と
見
込
ま
れ
、

現
状
で
推
計
し
て
い
る
２
０
２
４
年
度

業
力
の
向
上
と
評
価
の
参
考
に
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
評
価
に
よ
る
教
員

の
給
与
や
処
遇
へ
の
影
響
は
。

答　
教
職
員
の
評
価
・
育
成
シ
ス
テ
ム

の
評
価
は
５
つ
に
区
分
さ
れ
、
昇
給
と

勤
勉
手
当
に
反
映
さ
れ
る
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
が
直
接
給
与
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

問　

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
保
護
者

と
教
員
の
信
頼
関
係
が
築
き
に
く
く
な

る
不
安
が
あ
る
。
」
な
ど
数
多
く
の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
子
に

も
分
か
る
授
業
に
す
る
に
は
教
育
環
境

の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
問
題
の
多
い

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
「
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
」
で
あ
り
、
府
に
中
止
を
求

め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
教
員
の
指
導
や
評
価
に
寄
与
す
る

も
の
の
た
め
、
中
止
で
は
な
く
、
改
善

・
充
実
を
求
め
て
行
き
た
い
。

問　
２４
年
に
教
職
員
の
評
価
・
育
成
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

（
小
学
校
で
は
保
護
者
、
中
学
校
で
は

生
徒
が
担
任
や
担
当
教
員
に
対
し
て
授

業
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
等
を
５
段
階
評
価
で
答
え
る
内
容
）

を
試
行
、
翌
年
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
、

こ
と
し
で
４
年
目
と
な
る
が
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
検
証
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　
市
独
自
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
校
長
等
か
ら
の
意
見
は
府
と
の
意

見
交
換
会
等
で
伝
え
て
い
る
。

問　
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
教
員
の
授

問　
公
営
住
宅
住
民
の
自
治
と
居
住
権

を
し
っ
か
り
保
証
し
て
建
て
か
え
問
題

解
決
に
あ
た
る
こ
と
に
お
い
て
、
市
は

全
国
で
他
に
例
を
見
な
い
優
れ
た
行
政

を
行
っ
て
お
り
、
居
住
に
関
す
る
日
本

で
一
流
の
研
究
者
も
傍
聴
に
来
て
い
る

が
、
住
民
合
意
の
新
橋
住
宅
移
転
案
作

成
は
「
門
真
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」

と
し
て
捉
え
る
べ
き
、
と
て
も
難
し
く
、

前
人
未
到
の
問
題
で
は
な
い
か
？

答　
種
々
の
点
で
非
常
に
難
し
い
事
業

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
手
法
で
事
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■市政に対する一般質問の要旨（通告順）
 岡本　宗城（公明党）
１　人口減少時代への取り組みについて
　⑴　人口減少が与える影響について
　⑵　地域コミュニティ機能の再生について
　⑶　門真市人口ビジョンにおける基本的視点について
 内海　武寿（公明党）
１　一億総活躍社会について
　⑴　若者施策について
　⑵　女性施策について
　⑶　障がい者施策について
 春田　清子（公明党）
１　ボランティアポイント制度について
　⑴　ボランティアポイント制度の取り組みについて
　⑵　対象ボランティア活動の拡充について
２　待機児童対策について
　⑴　待機児童の現状と解消について
　⑵　保育コンシェルジュについて
 福田　英彦（日本共産党）
１　門真市公共施設等総合管理計画の策定について
　⑴　計画策定方針について
　⑵　昨年９月実施の市民ニーズ調査の分析結果について
　⑶　公共施設カルテの策定について
　⑷　市民、議会に対する説明や意見聴取等について
２　旧ダイエー（トポス）跡地に建設中のマンションに対する５億
　円の助成金の無駄遣いについて
　⑴　「助成金交付要綱」にも反し、「運用基準」も策定せず、
　　予算化した問題等について
　⑵　予算計上の経過と問題点について
　⑶　国に詳細を説明せず、交付金申請した問題等について
 亀井　　淳（日本共産党）
１　府営門真団地敷地内に流域調節池と公園整備をすることにつ
　いて
　⑴　建てかえに伴い生まれる用地に大阪府の流域調節池を設け
　　ることを大阪府に働きかけ、地上部分は防災公園にすること
　　について
 堀尾　晴真（日本共産党）
１　子ども医療費助成制度について
　⑴　通院を中学校卒業まで拡充することについて
２　新総合事業について
　⑴　実施スケジュールについて
　⑵　事業者向けアンケートについて
　⑶　くすのき広域連合ホームページ上に載せられた事業実施計
　　画について
 今田　哲哉（緑風クラブ )
１　公民協働について
　⑴　公民協働活動における地域調整官について
２　設計業務委託について
　⑴　事前の打ち合わせ、事後のチェックについて
 松本　京子（公明党 )
１　障がい者施策について
　⑴　コミュニケーションボードについて
　⑵　ヘルプカードについて
２　ＡＥＤについて
　⑴　交番ＡＥＤについて
　⑵　コンビニＡＥＤについて
３　市民サービスについて
　⑴　出生・結婚証明書について
 大倉　基文（緑風クラブ）
１　門真市幸福度指標について
　⑴　前回のアンケートと今回のアンケート結果について
　⑵　それによって浮かび上がったものについて
　⑶　それを生かした対策について
２　街路樹等について
　⑴　危険な街路樹について

　⑵　公園の樹木について
 五味　聖二（緑風クラブ）
１　門真市の将来ビジョンについて
　⑴　今後の本市の人口推移について
　⑵　各課・部署の施策及び取り組みについて
　⑶　人口拡大に伴う施策について
 森　　博孝（無所属）
１　門真市防災対策について
　⑴　熊本地震の状況を受けて、今後の門真市防災対策について
 吉水　丈晴（緑風クラブ）
１　市の各事業計画について
　⑴　平成２７年度中に出された事業計画等は全庁でどれぐらいあ
　　るのかについて
　⑵　その進捗状況及び検証等はどのようになっているのかにつ
　　いて
　⑶　現状について
 池田　治子（自由民主党）
１　文化財の保存と継承について
　⑴　文化財保護条例の制定について
 豊北　裕子（日本共産党）
１　授業アンケートについて
　⑴　実施状況等について
　⑵　検証等について
 武田　朋久（公明党）
１　子育て環境について
　⑴　子どもの貧困について
　⑵　妊婦健診の拡充について
２　学校ＩＣＴ化について
　⑴　ＩＣＴ化による教員の多忙軽減について
　⑵　ネットワーク構築について
３　門真市の防犯体制整備について
　⑴　防犯カメラの設置について
　⑵　防犯灯の設置について
４　２０２５年問題と財政の関連について
　⑴　介護保険と門真市一般会計の関係について
　⑵　今後のシミュレーションについて
 戸田　久和（無所属）
１　「門真市のプロジェクトＸ」としての住民合意の新橋住宅移
　転案作成について
　⑴　「住民の会」の３条件を満たす新橋住宅移転案の作成は、
　　「門真市のプロジェクトＸ」とも言うべき前人未到の課題で
　　あるとの認識を持つべきことについて
　⑵　新設された検討委員会の役割があくまでも「住民の会が耳
　　を傾ける気持ちになる案の作成」であることの意味について
２　新設の警察所管部署の職務について
　⑴　新設された警察所管部署設置の現状や、情報収集や自己研
　　修などの職務のあり方について
　⑵　昨年議会答弁に反した「防犯パンフ」作成の反省や、通常
　　の日本語とかけ離れて狭い「犯罪」定義の抜本改善などにつ
　　いて
３　投票率向上に向けた地域調査実施について
　⑴　この調査の３月議会での総合政策部長答弁の後の進捗につ
　　いて
４　「ヘイトスピーチ解消法」成立の意義と門真市の取り組みに
　ついて
　⑴　今般、成立した「ヘイトスピーチ解消法」及びその附帯決
　　議の成立背景や意味と意義、条例制定とのかかわりなどにつ
　　いて
　⑵　全庁及び顧問弁護士への周知や研修の方策などについて
　⑶　ルミエールホールで開催される「８月２６日ヘイトスピーチ
　　解消法と自治体の責務を考える講演研修会」への職員参加の
　　意義、認識について



議  会  だ  よ  り 平成28年8月1日　（8）　

　６・　６　議会運営委員会         
　　　　　　本会議（第２回定例会開会）      　
　　　　７　議会運営委員会
　　　　８　議会運営委員会
　　　　　　総務建設常任委員会
　　　　　　民生常任委員会         
　　　　９　文教常任委員会         
　　　　10　議会運営委員会
　　　　16　議会運営委員会         
　　　　　　本会議         
　　　　17　本会議（第２回定例会閉会） 

　　７・　７　守口市門真市消防組合議会臨時会
　　　　　８　くすのき広域連合議会臨時会
　　　14〜15　東部大阪治水対策促進議会協議会他都市視察
　　　　　21　河北市議会議長会
　　　　　25　淀川左岸治水促進
　　　　　　　期成同盟総会
　　　　　26　飯盛霊園組合議会
　　　　　　　定例会

議 会 活 動 日 誌 （平成28年6月１日〜7月31日）
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報　　告

報告第２号
平成27年度門真市一般会計繰越明許費繰越計
算書について

− − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 議決
不要

報告第３号
平成27年度門真市公共下水道事業特別会計繰
越明許費繰越計算書について

− − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 議決
不要

報告第４号
平成27年度門真市水道事業会計予算繰越計算
書について

− − − − − − − − − − − − − − − − − − − − 議決
不要

専決処分 承認第４号
専決処分の承認を求めることについて（平成
28年度門真市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号）について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

条     例

議案第47号
門真市議会議員及び門真市長の選挙における
選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例
等の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第48号
門真市建築基準法施行条例の一部改正につい
て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第49号
門真市自転車安全利用に関するマナー条例の
一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

その他の
議　　案

議案第43号
門真市立沖小学校大規模改造工事（第２期）
請負契約の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第44号
門真市立門真小学校プール建替及び南校舎棟
撤去他工事請負契約の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第45号
公共下水道島頭第２管渠

きよ

築造工事⑵請負契約
の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第46号
（仮称）東田町公園整備工事請負契約の締結
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

議案第50号 平成28年度門真市一般会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第52号 平成28年度門真市一般会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第53号
平成28年度門真市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

議案第54号 平成28年度門真市一般会計補正予算（第５号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人事案件 議案第51号 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議員提出
議　　案

議 員 提 出
議案第４号

精神障がい者への医療費助成及び運賃割引適
用を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第５号

骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する
意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第６号

待機児童解消に向けて緊急的な対応を求める
意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。

（
議
長
に
つ
き
、採
決
に
参
加
な
し
）

会派名

議員名

議案番号 議案名

第２回定例会で審議された案件と議決結果

※表の見方…『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。


